
慶應義塾大学医学部感染症学教室を訪れ、最新の遺伝子検査法を学ぶ高校生。左は病原菌の採取方法をアドバイスする岩田敏教授（2・３面へ）

巻頭特集

2017. 4

Vol.28

           慶應義塾大学医学部感染症学教室が特別セミナー
     耐性菌制御研究の最前線を体験 2・3

渋谷教育学園渋谷中学高校で模擬国会 与野党に分かれて論戦　4・5

中学選抜ビブリオバトル東京大会に 27人が出場　6

鹿野川・本社ＮＩＥ企画デザイナー 最後のＮＩＥサロン　7

大英自然史博物館展／お知らせ・短信　8
リレーエッセー 英オックスフォード大学「悦びと葛藤の８週間」　9

医師志す
高校生が



巻頭特集巻頭特集

23 2017.4〈vol.28〉  2017.4〈vol.28〉  

Yomiuri Education Network

参加
高校

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
ま
ず
、
最
新
の
遺

伝
子
検
査
法
を
学
び
、
そ
の
工
程
の

一
部
に
挑
戦
し
た
。

　

肺
炎
球
菌
は
直
径
１
０
０
０
分
の

１
ミ
リ
程
度
の
病
原
細
菌
。
そ
の
耐

性
菌
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
露
出
さ
せ
た
サ
ン

プ
ル
を
、
生
徒
た
ち
が
慎
重
に
マ
イ

ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト
で
吸
い
取
る
。

耐
性
菌
の
サ
ン
プ
ル 

取
り
出
し
に
挑
戦

　

使
っ
た
こ
と
の
な
い
器
具
と
緻
密

な
作
業
。
し
か
も
、
扱
う
菌
は
髄
膜

炎
な
ど
の
重
い
感
染
症
を
引
き
起
こ

す
。
開
智
高
（
埼
玉
県
）
の
水
谷
理

沙
さ
ん
（
17
）
は
緊
張
し
た
面
持
ち

で
、
サ
ン
プ
ル
を
反
応
液
入
り
チ
ュ

ー
ブ
に
移
し
た
。

　

指
導
し
た
感
染
症
学
教
室
講
師
の

諸
角
美
由
紀
さ
ん
（
38
）
は
、
呼
吸

器
系
感
染
症
の
迅
速
診
断
に
取
り
組

む
研
究
者
。
現
在
活
用
し
て
い
る
リ

ア
ル
タ
イ
ム
Ｐ
Ｃ
Ｒ
（
ポ
リ
メ
ラ
ー

ゼ
連
鎖
反
応
）
装
置
に
つ
い
て
、「
従

来
の
検
査
だ
と
、
菌
の
特
定
に
３
～

７
日
は
か
か
っ
た
。
で
も
今
は
、
ご

く
微
量
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
90
分
で
10
億
倍

に
増
幅
し
、
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
に
示

さ
れ
る
波
形
を
見
る
だ
け
で
耐
性
菌

か
否
か
を
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
」
と
説
明
。
専
門
用
語
を

交
え
た
解
説
を
理
解
し
よ
う
と
、
11

人
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
た
。

細
菌
の
特
定
技
術
に
感
嘆

　

説
明
の
後
は
、
抗
菌
薬
の
効
く
感

性
菌
と
、
効
か
な
い
耐
性
菌
を
実
際

に
採
取
し
て
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
Ｐ
Ｃ

Ｒ
装
置
に
セ
ッ
ト
す
る
体
験
。

　
「
は
い
！
」「
私
も
や
り
た
い
！
」

　

志
願
者
を
募
る
と
、
次
々
に
手
が

挙
が
り
、
指
名
さ
れ
た
４
人
が
シ
ャ

ー
レ
か
ら
菌
を
採
取
し
て
い
っ
た
。

　

続
い
て
、
細
菌
を
分
子
レ
ベ
ル
で

特
定
す
る
質
量
分
析
法
も
学
ん
だ
。

「
菌
に
レ
ー
ザ
ー
を
照
射
す
る
と
、

特
有
の
波
形
が
現
れ
る
。
事
前
に
登

録
し
た
デ
ー
タ
と
検
体
を
照
合
し
、

一
致
さ
せ
る
の
に
５
分
も
か
か
り

ま
せ
ん
」
と
諸
角
さ
ん
。
現
在
約

２
５
０
０
種
の
菌
が
登
録
さ
れ
て
い

る
と
聞
い
て
、
生
徒
た
ち
か
ら
驚
き

の
声
が
上
が
っ
た
。

耐
性
菌
発
生
の
原
因
を
学
ぶ

　
「
カ
ル
バ
ペ
ネ
ム
と
い
う
薬
は
ペ
ニ

シ
リ
ン
の
仲
間
の
抗
菌
薬
で
最
も
強

力
。
で
も
、
こ
の
薬
が
効
か
な
い
腸

内
細
菌
や
大
腸
菌
が
増
え
て
き
て
い

る
。
重
症
化
す
る
と
命
に
か
か
わ
り

ま
す
」

　

セ
ミ
ナ
ー
後
半
。
同
教
室
の
岩
田

敏
教
授
（
65
）
が
語
っ
た
の
は
、
耐

性
菌
治
療
の
切
り
札
と
さ
れ
る
カ
ル

バ
ペ
ネ
ム
が
効
か
な
い
「
ス
ー
パ
ー

耐
性
菌
」
の
話
だ
。
２
０
１
３
年
に

米
疾
病
対
策
セ
ン
タ
ー
が
「
耐
性
菌

は
人
類
へ
の
脅
威
」
と
報
告
し
た
こ

と
を
紹
介
し
た
。

　

抗
菌
薬
を
使
っ
て
い
る
う
ち
に
、

そ
れ
が
効
か
な
い
耐
性
菌
が
現
れ
る

こ
と
を
、
様
々
な
デ
ー
タ
を
も
と
に

説
明
す
る
講
義
に
、
生
徒
た
ち
は
メ

モ
を
取
る
手
を
止
め
、
真
剣
に
聞
き

入
っ
た
。
と
く
に
興
味
津
々
だ
っ
た

の
は
、
食
肉
用
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
糞ふ

ん

か

ら
検
出
し
た
大
腸
菌
。
抗
菌
薬
に
耐

性
の
あ
る
割
合
が
02
年
か
ら
急
上
昇

す
る
グ
ラ
フ
を
映
し
、「
な
ぜ
、
増
え

た
の
か
」
と
教
授
は
問
い
か
け
た
。

　

顔
を
見
合
わ
せ
、
首
を
か
し
げ
る

生
徒
た
ち
。「
鶏
の
卵
の
段
階
で
接

種
す
る
ワ
ク
チ
ン
に
、
ひ
な
の
病
気

予
防
の
た
め
抗
菌
薬
を
混
ぜ
る
よ
う

に
な
っ
た
か
ら
で
す
」
と
い
う
説
明

に
、「
え
～
」
と
声
が
漏
れ
た
。

　

食
肉
業
界
団
体
が
抗
菌
薬
を
自
主

規
制
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
耐
性
率
が

下
が
っ
た
こ
と
も
示
し
、
家
畜
や
ペ

ッ
ト
も
含
め
た
多
角
的
な
感
染
症
制

御
が
必
要
だ
と
指
摘
し
た
。

感
染
制
御
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は

　

感
染
症
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
社

会
で
、
耐
性
菌
に
ど
う
対
応
し
て
い

く
の
か
。
大
切
な
の
は
抗
菌
薬
の
適

正
使
用
だ
と
い
う
教
授
は
、
生
徒
た

ち
に
こ
う
尋
ね
た
。「
抗
菌
薬
が
風

邪
に
効
く
と
思
う
人
、
い
ま
す
か
」

　

手
を
上
げ
る
の
を
思
い
と
ど
ま
っ

た
生
徒
が
数
人
い
る
の
を
見
て
、
大

【埼玉】県立浦和／開智 　【千葉】市川／渋谷教育学園幕張 
【東京】大妻／学習院女子高等科／晃華学園／渋谷教育学園渋谷
／都立立川国際中等教育学校／都立日比谷／富士見丘

医
師
志
す
高
校
生
が
耐
性
菌
研
究
を
体
験

　
抗
菌
薬
（
抗
生
物
質
）
が
効
か
な
い
薬
剤
耐
性
菌
の
制
御
を
研
究
す

る
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
感
染
症
学
教
室
（
東
京
都
新
宿
区
）
が
３
月

25
日
、
医
師
を
目
指
す
高
校
生
を
研
究
室
に
招
き
、
研
究
の
最
前
線
を

体
験
し
て
も
ら
う
特
別
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
た
。
読
売
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
加
わ
っ
て
い
る
首
都
圏
の
11
校
か
ら
11
人
が
参
加
し
た
。

参加した生徒たちの声
渋谷教育学園幕張高　武田直樹さん（17）

　リアルタイムＰＣＲに医療の進歩を感じたし、
「基礎研究と臨床は一体」というメッセージも
心に響いた。目指したい道が見えたと思う。

都立日比谷高　長嶋ももさん（16）

　ＨＩＶの治療法に関心があり、「まだ解決でき
ていないならば、私が挑戦したい」と考えてい
る。研究室の雰囲気を肌で感じることができて
良かった。

慶
應
義
塾
大
学
感
染
症
学
教
室
で

特
別
セ
ミ
ナ
ー

赤色寒天培地で培養した肺炎球菌（変色した
部分）を生徒たちは確認した

電子顕微鏡で撮影した肺炎球菌（慶大医学部
感染症学教室提供）

マイクロピペットの扱いに手こずりながらも、DNAを露出させた病原菌サンプルをチューブに移す。
中央は指導にあたった諸角講師（ガラス越しに撮影）

研究室見学の冒頭、岩田教授は風邪気味と申告した
生徒の鼻から検体を採取した。迅速診断キットと遠心
分離機などを使って病原体の有無を調べ、２時間後に
は細菌もウイルスもないことが判明した

実習の後は、岩田敏教授（右）の講義。耐性菌を制御することの大切さを伝えた

いわた・さとし　1976年、慶大医学部卒。国立病院機構東京医療センター小児科医長
などを経て、2010年、同大医学部感染制御センター教授、13年に同大医学部感染症学
教室教授。17年４月から国立がん研究センター中央病院感染症部長。

「
医
療
と
研
究
の
視
点
、 

両
方
を
」

　

教
授
と
の
や
り
と
り
を
通
じ
て
生

徒
た
ち
は
関
心
を
深
め
た
。

　
「
な
ぜ
耐
性
菌
が
現
わ
れ
る
の
か
、

そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
知
り
た
い
」。

埼
玉
県
立
浦
和
高
、
矢
野
達
也
さ
ん

（
17
）
の
疑
問
に
教
授
は
「
い
い
質
問

だ
ね
」。
人
の
体
に
は
細
菌
と
耐
性

菌
が
共
存
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
、
抗
菌
薬
を
飲
ん
で
も
濃
度
と

量
が
中
途
半
端
だ
と
耐
性
菌
だ
け
が

生
き
残
り
、
増
殖
し
て
し
ま
う
こ
と

を
説
明
し
た
。

き
く
頷
き
、「
そ
う
、
風
邪
は
ウ
イ

ル
ス
の
病
気
。
抗
菌
薬
は
ウ
イ
ル
ス

に
効
き
ま
せ
ん
。
効
か
な
い
ば
か
り

か
、
む
や
み
に
投
与
す
る
と
耐
性
菌

を
出
現
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
す
」

　

医
療
現
場
に
求
め
ら
れ
る
の
は
抗

菌
薬
が
本
当
に
必
要
な
の
か
を
速
や

か
に
診
断
、
そ
の
感
染
症
に
効
く
薬

を
選
び
、
な
る
べ
く
短
い
期
間
で
十

分
な
量
を
投
与
す
る
こ
と
だ
。

　

そ
の
一
例
と
し
て
、
10
年
に
発

足
、
自
ら
指
揮
し
た
慶
大
病
院
感
染

制
御
セ
ン
タ
ー
の
試
み
を
紹
介
し
た
。

　

毎
朝
、
院
内
の
耐
性
菌
検
出
状
況

な
ど
を
調
べ
、
症
例
ご
と
に
対
策
を

検
討
。
カ
ル
バ
ペ
ネ
ム
使
用
に
も
目

を
光
ら
せ
、
投
与
す
る
患
者
数
を
減

ら
し
た
と
い
う
。
同
時
に
、
こ
の
薬

が
常
在
菌
の
１
つ
、
緑
膿
菌
に
ど
れ

だ
け
効
く
の
か
と
い
う
感
受
性
調
査

も
実
施
。
60
～
70
％
台
だ
っ
た
感
受

性
率
が
16
年
に
90
％
に
達
し
た
こ
と

を
明
か
し
、「
こ
う
し
た
努
力
も
大
切

な
感
染
制
御
で
す
」
と
語
っ
た
。　

耐性か否か、結果判定8

菌を患者さんから検出1

培　養2

菌を採取3

細胞壁を壊しDNAを露出させる4
反応液を入れたチューブに移す5

リアルタイムPCR装置にセット6

検査 １時間30分7

■リアルタイム PCR 法で 
　 耐性遺伝子を検査
※生徒たちは（3）（5）に挑戦、（8）を確認

　
「
念
の
た
め
に
と
抗
菌
薬
を
処
方

す
る
医
師
も
い
ま
す
」
と
い
う
生
徒

の
体
験
談
に
は
、「
ま
さ
に
そ
れ
が

問
題
。
細
菌
な
の
か
ウ
イ
ル
ス
な
の

か
、
医
師
に
よ
る
診
断
は
と
て
も
重

要
」
と
指
摘
。
生
徒
と
と
も
に
処
方

の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
た
。

　

最
後
に
教
授
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

え
た
。「
物
事
に
対
し
て
常
に
疑
問

を
持
つ
心
を
大
切
し
て
く
だ
さ
い
。

医
師
に
な
っ
た
ら
、
医
療
者
の
視
点

と
研
究
者
の
視
点
の
両
方
を
持
ち
な

が
ら
臨
床
に
携
わ
っ
て
ほ
し
い
。
よ

り
適
切
な
診
療
を
行
え
る
は
ず
で
す
」
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手
に
持
っ
て
発
言
す
る
姿
。
資
料
や

メ
モ
を
保
存
し
て
い
る
よ
う
で
、
生

徒
た
ち
は
議
席
で
も
ス
マ
ホ
な
ど
を

見
な
が
ら
発
言
内
容
を
打
ち
合
わ
せ

て
い
た
。

　

論
戦
終
了
後
、
首
相
の
柊
元
さ
ん

は
、「
思
っ
て
い
た
以
上
に
野
党
に
攻

め
ら
れ
た
」
と
悔
し
そ
う
で
、「
安
倍

首
相
の
気
持
ち
が
分
か
っ
た
？
」
と

尋
ね
る
と
、「
は
い
」
と
う
な
ず
い

た
。
国
会
前
に
「
連
立
政
権
の
政
策

を
決
め
る
の
が
大
変
だ
っ
た
」
と
い

う
。
一
方
、
野
党
第
１
党
の
日
本
解

党
党
首
の
小
山
栞か

ん

奈な

さ
ん
は
、「
政

府
側
の
問
題
点
を
突
く
こ
と
が
で
き

た
」
と
手
応
え
を
感
じ
た
様
子
だ
っ

た
。

　渋谷教育学園渋谷中学高等学校（東京都渋谷区）
で3月27日、中学3年の生徒による「模擬国会」が
開かれた。18歳以上に選挙権年齢が引き下げられ
たのに伴い、若者の政治への関心を高める主権者
教育が重要になっているが、同校では2015年度か
ら、生徒が選挙から国会までの流れを体験する取り
組みを行っている。前年度に続き、読売新聞の渡辺
嘉久編集委員が生徒たちの活動に密着し、政策づく
りや選挙、国会の進め方などについて助言した。

渡
辺
編
集
委
員
を
交
え
、 

未
来
の
姿
語
り
合
う

　

こ
の
後
、
渡
辺
編
集
委
員
を
交

え
、「
私
た
ち
の
未
来
に
向
け
て
」
を

テ
ー
マ
に
話
し
合
っ
た
。
２
０
２
０

年
東
京
五
輪
に
向
け
て
日
本
の
ど
こ

を
変
え
た
い
か
─
な
ど
を
生
徒
に

自
由
に
発
言
さ
せ
た
後
、
渡
辺
編
集

委
員
は
、
話
し
合
い
で
接
点
を
見
つ

け
る
「
妥
協
」
の
重
要
性
を
強
調
。

「
そ
れ
は
双
方
が
納
得
で
き
る
新
た
な

道
を
見
つ
け
る
作
業
だ
。
対
立
で
は

な
く
協
調
が
こ
れ
か
ら
の
政
治
に
求

め
ら
れ
る
」
と
語
っ
た
。

渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
中
高
で
模
擬
国
会

生
徒
が
与
野
党
に
分
か
れ
、激
し
く
論
戦

首
相
に
選
ば
れ
た
生
徒
が 

所
信
表
明
演
説

　

校
内
の
会
議
室
で
開
か
れ
た
模
擬

国
会
。
議
長
席
に
向
か
っ
て
右
側
に

閣
僚
や
連
立
与
党
の
議
員
、
左
側
に

野
党
の
議
員
が
向
き
合
う
形
で
並
ん

だ
。
ま
ず
、
首
相
の
柊く

き

元も
と

沙
羅
さ
ん

（
邦
陽
党
党
首
）
が
所
信
表
明
で
、

「
現
役
世
代
へ
の
支
援
に
力
を
入
れ

ま
す
」
と
し
て
、
待
機
児
童
対
策
や

教
育
無
償
化
、
年
金
を
賦
課
方
式
か

ら
積
み
立
て
方
式
に
切
り
替
え
る
な

◆「
こ
う
あ
り
た
い
」の

　
思
い
大
切

渡
辺
編
集
委
員

　
「
自
分
た
ち
が
過
ご
し
た
い
未

来
を
想
像
し
て
政
策
を
考
え
よ

う
」
と
呼
び
掛
け
た
が
、
簡
単
に

は
い
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、「
意

見
が
違
っ
て
も
合
意
点
を
見
い
だ

す
こ
と
が
大
事
で
、
新
た
な
価
値

観
を
生
む
こ
と
に
つ
な
が
る
」
と

い
う
意
識
は
持
っ
て
も
ら
え
た
と

思
う
。「
こ
う
あ
り
た
い
」
と
思

う
未
来
を
想
像
し
、
そ
こ
か
ら
逆

算
し
て
「
今
、
何
を
す
べ
き
か
」

と
い
う
発
想
を
大
切
に
し
て
ほ
し

い
。
そ
う
す
れ
ば
未
来
は
限
り
な

く
広
が
る
。

◆
政
治
を
自
分
で
つ
く
る

　
体
験
役
立
つ
坂
本
晋
一
教
諭

　

政
治
が
進
め
ら
れ
て
い
く
一
端

を
選
挙
と
議
会
を
通
し
て
、
実
感

を
持
っ
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
取

り
組
み
。
模
擬
な
が
ら
も
政
治
を

自
分
た
ち
で
つ
く
っ
て
い
っ
た
経

験
は
、
近
い
将
来
の
投
票
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
は

ず
だ
。

スマホに保存したメモを見ながら、野党の代表質問に
答弁する閣僚

質問に立つ野党議員

「妥協から新たなものを作り上げるのが政治の世
界」と、建設的な議論の重要性を強調した渡辺
嘉久編集委員

野党側への答弁の前、関係閣僚が打ち合わせする様子がたびたび見
られた

与党を攻め立て、意気あがる野党側（写真を一部修整しました）

　国会に向けた与野党それぞれの協議は３月25日に開か
れた。首相の所信表明にどんな政策を盛り込むのかを話し
合った連立与党の協議は、邦陽党がマニフェストに掲げた
教育バウチャー制度の導入を巡って難航。「教育の質向
上に役立つのか」などと疑問の声や、「取り下げるには代わ
りの案が必要だ」という主張が相次ぎ、３時間以上に及ん
だ。野党側からは、「早く示してくれないと、代表質問の準
備ができない」などと不満の声も上がっていた。

政策協議

　２月６日に行われた首相指名選挙。１回目の投票では議
員はそれぞれの党の党首に投票したため過半数を得た者
はいなかった。上位２人による決選投票では第１党の邦陽
党党首の柊元沙羅さんが悪戦苦党の協力を得て過半数を
獲得、首相に選ばれた。第２党の日本解党党首の小山栞
奈さんも他の野党から票を集めたが、及ばなかった。

首相指名

取り組みの流れ（選挙から国会まで）

ど
の
政
策
を
提
示
。
財
務
大
臣
の
財

政
演
説
で
は
、
消
費
税
を
２
０
５
０

年
ま
で
に
20
～
25
％
に
引
き
上
げ
る

方
針
も
明
ら
か
に
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
解
党
な
ど

野
党
３
党
の
党
首
が
代
表
質
問
に
立

ち
、「
現
役
世
代
重
視
で
、
高
齢
者
対

策
が
お
ろ
そ
か
に
な
ら
な
い
か
」「
連

立
を
組
む
悪
戦
苦
党
は
消
費
増
税
延

期
を
公
約
に
し
て
い
た
」
な
ど
と
指

摘
。
政
府
側
は
答
弁
で
、「
優
先
順

位
を
付
け
る
だ
け
で
、
高
齢
者
を
お

ろ
そ
か
に
す
る
こ
と
は
な
い
」「
延
期

と
は
上
げ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
」
な
ど
と
反
論
し
た
が
、
議
長
役

の
渡
辺
編
集
委
員
が
「
こ
れ
ま
で
の

と
こ
ろ
で
は
、
内
閣
支
持
率
急
落
だ

ね
」
と
評
す
る
ほ
ど
、
政
府
側
は
押

さ
れ
気
味
。

　

一
問
一
答
形
式
の
委
員
会
審
議
に

移
っ
て
も
野
党
側
は
追
及
の
手
を
緩

め
ず
、
論
戦
は
た
び
た
び
ヒ
ー
ト
ア

ッ
プ
。
渡
辺
編
集
委
員
が
「
細
か
な

数
字
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
て
い
る
よ
」

な
ど
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
場
面
も
あ

っ
た
。

ス
マ
ホ
や
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を 

手
に
発
言
す
る
シ
ー
ン
も

　

本
物
の
国
会
と
違
っ
て
い
た
の

は
、
ス
マ
ホ
や
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を

選 挙

　模擬国会（定数39）の議席配分を決める「模擬選挙」
は昨年12月に始まった。５つのクラスをそれぞれひとつの
政党として、マニフェストを作成。選挙権を持つのは生徒の
保護者約５００人で、１月の保護者会で各党首が演説して
支持を呼びかけた。選挙はドント式による比例選。過半数
を獲得した政党はなかったため、生徒たちは昼休みや放課
後に集まって連立協議を重ねた。

■各党の主な政策と獲得議席数
邦陽党 教育バウチャー導入、年金改革 18
日本解党 結婚促進・少子化に歯止め、待機児童対策 8
悪戦苦党 女性が働きやすい社会、中小企業支援 4
あじのも党 税収増、戦略的経済外交、社会福祉の充実 4
山崎けん党 雇用拡大、成長戦略、財政再建 4
後党 農業支援、最低賃金アップ 1

45 2017.4〈vol.28〉  2017.4〈vol.28〉  

Yomiuri Education Network



リポート

　

中
学
生
の
お
薦
め
本
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
を
決
め
る
「
中
学
選
抜
ビ
ブ

リ
オ
バ
ト
ル
東
京
大
会
」
が
３
月

29
日
、
東
京
都
渋
谷
区
の
青
山
学

院
大
学
で
開
か
れ
た
。
活
字
文
化

推
進
会
議
主
催
、
読
売
新
聞
社
主

管
。

　

書
評
ゲ
ー
ム
「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト

ル
」
は
昨
年
度
、
中
学
校
の
国
語

の
教
科
書
に
記
載
さ
れ
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
学
校
現
場
で
の
導
入
例

が
急
増
し
、
県
や
市
、
区
の
教
育

委
員
会
が
主
催
す
る
大
会
も
開
催

さ
れ
始
め
て
い
る
。

　

東
京
大
会
に
は
、
和
歌
山
、
大

分
、
大
阪
、
山
梨
の
府
県
大
会
、

京
都
市
、
奈
良
県
生
駒
市
、
静
岡

県
沼
津
市
、
東
京
・
墨
田
区
の
大

会
優
勝
者
と
、
首
都
圏
の
中
学
校

の
代
表
計
27
人
が
参
加
し
た
。

　

予
選
６
グ
ル
ー
プ
の
チ
ャ
ン
プ

本
獲
得
者
が
決
勝
戦
に
進
出
、
約

４
０
０
人
の
聴
衆
の
前
で
、
愛
読

書
の
魅
力
を
熱
く
語
っ
た
。
聴
衆

が
最
も
読
み
た
く
な
っ
た
本
に
投

票
し
、
接
戦
の
末
、「
浜
村
渚
の
計

算
ノ
ー
ト
」（
青
柳
碧
人
著
、
講
談

社
文
庫
）
を
紹
介
し
た
関
西
創
価

中
（
大
阪
府
）
２
年
の
佐
久
間
諒

君
（
14
）
が
優
勝
し
た
。

　

数
学
教
育
が
禁
止
さ
れ
た
世
界

で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
天
才
数
学
者

テ
ロ
リ
ス
ト
と
の
戦
い
を
描
い
た

数
学
ミ
ス
テ
リ
ー
。
佐
久
間
君
は

「
会
場
に
い
る
全
員
が
参
加
す
る

の
が
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト

ル
」
と
の
思
い
を
込

め
た
と
い
う
。

　

準
優
勝
は
「
ド
ー

ナ
ツ
を
穴
だ
け
残
し

て
食
べ
る
方
法
」（
大

阪
大
学
シ
ョ
セ
キ
カ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
、

大
阪
大
学
出
版
会
）

を
取
り
上
げ
た
横
浜

国
立
大
付
属
横
浜
中

（
神
奈
川
県
）３
年
の

林
仁
君
（
15
）
だ
っ

た
。都府県 中学校名 発表者 オススメの一冊　著者

神奈川 横浜市立西本郷 杉本清華 出稼げば大富豪
クロイワ・ショウ

東　京 広尾学園 齊藤康介 黄金の羅針盤
フィリップ・プルマン

東　京 品川区立浜川 西田展輝 時刻表 2 万キロ
宮脇俊三

千　葉 木更津市立太田 菅井梨加 アルケミスト 夢を旅した少年
パウロ・コエーリョ

愛　知 愛知教育大学
附属岡崎 岩瀬沙南  笑顔の花が咲く

トレーシー・コーデュロイ

東　京 多摩市立多摩永山 野平奈々子 コンビニたそがれ堂
村山早紀

大　分 佐伯市立鶴谷 山野内初音 人間失格
太宰治

神奈川 聖和学院 大川内怜美 長くつしたのピッピ
アストリッド・リンドグレーン

千　葉 市川学園 鎌形祐花 赤めだか
立川談春

京　都 京都市立洛北 平山舜太 俺の妹がこんなに
可愛いわけがない 伏見つかさ

和歌山 かつらぎ町立笠田 柳澤建臣 ジュニア空想科学読本②
柳田理科雄

埼　玉 狭山市立狭山台 小島有理沙 じぶん・この不思議な存在
鷲田清一

東　京 豊島岡女子学園 窪井春乃 ラヴクラフト全集１
H.P. ラヴクラフト

東　京 墨田区立吾嬬立花 白石優花 県庁おもてなし課
有川浩

東　京 渋谷教育学園渋谷 小山栞奈 哲学的な何か、あと科学とか
飲茶

千　葉 昭和学院 河野嘉秀 恋する寄生虫
三秋縋

東　京 江東区立有明 岡部蒼依 5 分後に意外な結末④
黒いユーモア

大　阪 関西創価 佐久間諒 浜村渚の計算ノート
青柳碧人

山　梨 山梨大学
教育学部附属 中野　萌 ふじこさん

大島真寿美

東　京 佼成学園 塩見左右吉 歩兵の本領
浅田次郎

東　京 多摩市立青陵 阿部涼夏 不機嫌な長男・長女 
無責任な末っ子たち 五百田達成

奈　良 生駒市立光明 清家理司 のぼうの城
和田竜

埼　玉 狭山市立入間野 生和涼々 こころ 不思議な転校生
七瀬晶

東　京 墨田区立墨田 藤代倖太 小説 LIAR GAME The Final Stage
原作・甲斐谷忍／小説・浜崎達也

神奈川 横浜国立大学教育
人間科学部附属横浜 林　　仁 ドーナツを穴だけ残して食べる方法

大阪大学ショセキカプロジェクト

埼　玉 さいたま市立
大宮東 南　和花 女王はかえらない

降田天

静　岡 沼津市立第五 大島　花 魔法の王国の大冒険
リドリー・ピアスン

中学ビブリオバトルに全国から27人が出場

関
西
創
価
中
の
佐
久
間
君
に
栄
冠

▼準優勝の林仁君は「ドー
ナツを穴だけ残して食べる
方法」を紹介。本を持ちな
がらの熱弁となった

▶「浜村渚の計算ノート」
を紹介し優勝した佐久間
諒君

▼お薦め本を発表する佐久間君
（手前）の発表を聞く聴衆。会
場となった青山学院大学の大
教室は満員に

　

閉
会
後
は
、
大
学
に
隣
接
す
る
ア

イ
ビ
ー
ホ
ー
ル
で
懇
親
会
も
行
な
わ

れ
、
中
学
生
た
ち
は
愛
読
書
の
話
題

や
好
き
な
作
家
な
ど
に
つ
い
て
語
り

合
っ
た
。

■参加者と紹介本
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鹿
野
川
さ
ん
は
、
中
学
校
の
国
語

科
教
師
と
し
て
約
30
年
前
か
ら
Ｎ
Ｉ

Ｅ
を
実
践
。
退
職
後
、
２
０
０
７
年

か
ら
読
売
新
聞
社
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
企
画
デ

ザ
イ
ナ
ー
を
務
め
、
教
員
ら
の
指

導
の
ほ
か
、
出
前
授
業
な
ど
で
約

２
万
１
０
０
０
人
の
子
ど
も
ら
と
関

わ
っ
て
き
た
。

10
年
間
で
Ｎ
Ｉ
Ｅ
サ
ロ
ン
79
回

　

サ
ロ
ン
は
、
参
加
者
た
ち
が
Ｎ
Ｉ

Ｅ
の
実
践
例
を
紹
介
し
た
り
、
授
業

で
の
悩
み
を
話
し
合
っ
て
解
決
の
ヒ

鹿野川・本社ＮＩＥ企画デザイナー 

全
国
か
ら
60
人
参
加
　
魂
引
き
継
ぐ

最後の講義で新聞活用の大切さを熱く語る鹿野川さん

参加者たちは「囲み取材」のワークショップに熱心に取り組んだ

妹尾 彰� 日本ＮＩＥ研究会名誉会長

　鹿野川さんとは30年来のつきあいになる。
私は新聞社出身なので立場は違うが、ＮＩＥを広
げるため、いっしょに苦労をしてきた。今日のサ
ロン、そして懇親会にたくさんの人々が出席し
ているのを見て、鹿野川さんがそれだけの仕事
を読売新聞でしてきたのだと確信した。新聞社
におけるＮＩＥ活動はこれで卒業するが、これか
らは日本のＮＩＥを充実させていくためにますま
す活躍してほしい。

関口修司� 日本新聞協会ＮＩＥコーディネーター

　鹿野川さんの か は神ってる。神対応で授
業・教材を作り出す瞬発力が素晴らしい。 の 
は乗りに乗っている。乗りに乗って旬な人は一
瞬で落ちてしまうことが多いが、鹿野川さんは
10年間ずっと旬だった。 が はガチンコを貫く。
講演や研修、授業で手間を惜しまず、子どもや
教員に背中で教えている。 わ は和を以って貴
しとなす。いろんな人の話を常に聞き、その場
で神対応できる。魂で、言葉で、笑顔で新聞と
仲間たちを紡ぐ。我々はそこを学ばなければい
けない。

り
、
い
じ
め
を
防
ぐ
の
に
も
有
効
だ
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

こ
の
後
、
気
に
な
る
報
道
写
真
に

注
目
し
、
そ
の
背
景
を
考
え
な
が
ら

見
出
し
を
考
え
る
授
業
案
や
、
新
聞

記
事
を
使
っ
て
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
作

る
コ
ツ
な
ど
を
紹
介
。「
新
聞
を
教

材
に
使
え
ば
、
子
ど
も
た
ち
が
社
会

に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
る
だ
け
で

な
く
、
普
段
の
授
業
で
は
見
せ
な
い

内
面
を
引
き
出
す
こ
と
も
で
き
る
」

と
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
効
用
を
強
調
し
た
。

　

後
半
は
、
参
加
者
が
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
現
状
と
展
望
に
つ
い

て
話
し
合
っ
た
。
子
ど
も
だ
け
で
な

く
親
の
世
代
で
も
新
聞
離
れ
が
進

み
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
め
ぐ
る
状
況
が
厳
し

さ
を
増
す
な
か
、「
ま
ず
教
師
が
新
聞

を
読
む
姿
を
子
ど
も
た
ち
に
見
せ
る

こ
と
が
大
切
だ
」「
最
新
の
情
報
が
盛

り
込
ま
れ
た
新
聞
で
教
科
書
を
補
っ

て
い
く
姿
勢
が
必
要
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。

　

鹿
野
川
さ
ん
は
「
新
聞
は
様
々
な

生
き
方
と
出
会
え
、
子
ど
も
た
ち
の

人
生
を
考
え
さ
せ
る
格
好
の
教
材
に

な
る
」
と
指
摘
。「
子
ど
も
を
大
き
く

育
て
る
仕
事
だ
と
い
う
気
概
を
持
ち

な
が
ら
、
新
聞
社
と
手
を
取
り
合
っ

て
Ｎ
Ｉ
Ｅ
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」

と
参
加
者
に
エ
ー
ル
を
送
り
、
サ
ロ

ン
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

次
回
か
ら
は
、
新
任
の
秋
山
純

子
・
Ｎ
Ｉ
Ｅ
企
画
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
引

き
継
い
で
行
わ
れ
る
。

　

教
員
ら
が
新
聞
活
用
学
習
（
Ｎ
Ｉ
Ｅ
）
に
つ
い
て
学
び
あ
う
勉
強

会
「
読
売
Ｎ
Ｉ
Ｅ
サ
ロ
ン
」
が
３
月
27
日
、
読
売
新
聞
東
京
本
社
で

開
か
れ
た
。
10
年
間
に
わ
た
り
読
売
新
聞
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
企
画
デ
ザ
イ
ナ

ー
と
し
て
活
動
し
て
き
た
鹿
野
川
喜
代
美
さ
ん
（
67
）
の
引
退
に
伴

う
最
後
の
講
演
が
行
わ
れ
、
教
員
や
大
学
生
ら
約
60
人
が
参
加
し
た
。

ン
ト
を
得
た
り
す
る
場
と
し
て
、
08

年
１
月
に
ス
タ
ー
ト
。
こ
の
日
が
79

回
目
と
な
っ
た
。

　

前
半
は
、
鹿
野
川
さ
ん
に
よ
る
実

践
講
習
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
参
加
者

が
４
～
６
人
の
班
に
な
り
、
い
ま
教

育
現
場
な
ど
で
頑
張
っ
て
い
る
こ
と

を
披
露
し
合
っ
て
か
ら
代
表
者
を
決

め
、
そ
の
人
を
10
文
字
以
内
で
紹
介

す
る
た
め
の
「
囲
み
取
材
」
を
行
っ

た
。
鹿
野
川
さ
ん
は
「
学
級
づ
く
り

に
取
り
か
か
る
新
学
期
に
行
う
と
、

子
ど
も
た
ち
同
士
の
理
解
が
深
ま

サロン終了後の懇親会では、来賓から鹿野川さんにはなむけの言葉
が送られた。

最終講義

は な む け の 言 葉
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始祖鳥

ネコのミイラ

輝安鉱

サーベルタイガー

　小学校の校長時代、全児童を対象に毎週１回、授業の前に「新聞タイム」（NIEタイム）を導入するなど、
長くNIE に取り組んできた日本新聞協会 NIEコーディネーター、関口修司氏を講師に迎えた NIE 講演会

が５月13日（土）14：00～16：00、東京・大手町の読売新聞東京本社ビル３階の新聞教室で行われます。
　「新聞タイム」は後に、東京都北区の公立小中全校で、新聞を活用した調べ学習やスピーチなどに取り組む「新
聞大好きプロジェクト」につながりました。「新聞タイム」導入の経緯や、学校全体や行政をどう巻き込んでいっ
たのかを講演、後半は、現役の教師を交え、パネルディスカッションを行います。参加無料で、募集定員は70人。

■参加希望者は　①〒住所 ②氏名 ③電話番号 ④勤務先・学校名 ⑤電子メールアドレスを明記し
　nie7717@yomiuri.com へ。件名を「NIE 講演会」としてください。５月10日（水）必着。

始祖鳥の化石や光輝く宝石など370点
　英国が誇る自然科学の至宝を紹介する「大英自然史博物館展」（読売新聞社など主催）
が東京・上野の国立科学博物館で開かれています。恐竜から鳥への進化の過程を示す

「始祖鳥」の化石や、生物の多様性を物語る鳥や昆虫のコレクション、光り輝く宝石など、
約370点を厳選しました。
　会場は、自然史の物語を読むかのように６章で構成されており、入り口付近の「序章」
のコーナーに美しい逸品が並んでいます。
　南太平洋のパプアニューギニアにしか生息していない「アレクサンドラトリバネアゲハ（オ
ス）」は、色鮮やかな翅（はね）に目を見張らされます。「呪われたアメジスト（紫水晶）」には、
持ち主が捨てても戻ってくるとの逸話が残っているそうです。

古代エジプトのネコのミイラも
　１章は、大英自然史博物館の歴史を語るコーナー。1753年に創設された大英博物館
の一部門として始まり、世界から次々に標本が集まりました。「古代エジプトのネコのミ
イラ」は、実質的に英国の保護領だったエジプトから1907年、寄付されたものです。
　生物の進化に対する考察は、19世紀に大きな飛躍を遂げました。２章では、比較解
剖学者リチャード・オーウェンが、たった一つの骨から全身像を予言したニュージーラン
ドの絶滅鳥「モア」の骨格を展示。チャールズ・ダーウィンが進化論を記した「種の起源」
の直筆原稿や、ドイツで発見された「始祖鳥」の化石も見逃せません。
　３章のテーマは、探検家の活動。20世紀初頭、南極点一番乗りに敗れ、帰りに遭難し
て亡くなった英軍人ロバート・スコット隊の採集品や、愛媛県で産出された「輝安鉱（き
あんこう）」など日本ゆかりの展示品も並びます。

捏造されたピルトダウン人
　４章では、様々な鳥や昆虫、哺乳類の美しい標本類が「種の多様性」を物語っています。
　博物館の未来像を語る最後の５章では、100年以上前に捏造（ねつぞう）された「ピル
トダウン人の骨」という意外な展示品が目をひきます。最近の DNA 鑑定により、捏造の
犯人は絞られてきました。不正の真相に迫る新たな分析法ができるまで、標本を保管す
ることが大切だという博物館の教訓を伝えています。

5月13日（土） NIE講演会 ～新聞で学校が変わる～

大英自然史博物館展

お知らせ・短信

講師　関口修司
日本新聞協会ＮＩＥコーディネーター

開催中～6/11

【会期】６月11日まで。５月１日、６月５日を除く月曜日は休館。
【会場】国立科学博物館（東京・上野）
【開館時間】9:00～17:00（金、土曜日は20:00まで。４月28～30日、５月３～7日は

21:00まで。５月1、2日は18:00まで）。入館は各閉館時刻の30分前まで。詳細は公
式サイト（http://treasures2017.jp/）かハローダイヤル（03･5777･8600）へ。

写真は全てⒸThe Trustees of the Natural History Museum, London
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リレーエッセー

オックスフォード大学
11世紀末に基礎が築かれた、英
国のオックスフォードにある英語圏
最古の名門大学。大学、大学院
合わせて学生数は2万3000人
を超え、その6割以上が留学生。

海
外
で
学
ぶ
・
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

英
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学 

         

「
悦
び
と
葛
藤
の
8
週
間
」

野の

田だ 

真ま

由ゆ 

さ
ん　

英語の原文はhttp://the-japan-news.com/news/article/0003204924でお読みいただけます。

海外留学を目指す高校生に進学支援を行っているNPO法人「留学フェローシップ」のメンバーが、海外の
キャンパスライフをリレー連載します。留学フェローシップの詳細はウェブサイトへ。� http://ryu-fellow.org

学友たちに囲まれる野田真由さん（右から２人目）＝本人提供
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一
流
で
高
名
、
質
量
と
も
に
と
て

も
高
い
教
育
水
準
、
そ
し
て
エ
リ
ー

ト
主
義
。
こ
れ
ら
は
良
く
も
悪
く
も

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
が
持
つ
イ

メ
ー
ジ
で
あ
り
、
入
学
前
に
は
私
も

そ
う
い
う
大
学
で
学
ぶ
の
だ
と
身
構

え
て
い
た
。
し
か
し
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ

ー
ド
で
１
年
す
ご
し
た
今
、
こ
こ
は

私
に
と
っ
て
第
二
の
故
郷
と
な
っ
た
。

　

受
験
の
際
に
、
暖
か
い
寮
に
住
み

た
い
と
い
う
理
由
で
セ
ン
ト
キ
ャ
サ

リ
ン
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
を
選
ん
で
よ
か

っ
た
と
思
っ
て
い
る
（
オ
ッ
ク
ス
フ

ォ
ー
ド
大
学
で
は
、
学
生
は
生
活
の

場
で
あ
り
勉
強
の
場
で
も
あ
る
約
30

の
カ
レ
ッ
ジ
の
い
ず
れ
か
に
所
属
し

て
い
る
）。
し
か
し
私
が
所
属
し
て
い

る
セ
ン
ト
キ
ャ
サ
リ
ン
ズ
・
カ
レ
ッ

ジ
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
最
も
新

し
い
カ
レ
ッ
ジ
で
あ
る
が
故
に
、
伝

統
的
な
カ
レ
ッ
ジ
と
違
い
、
塔
が
そ

び
え
立
つ
立
派
で
荘
厳
な
建
物
が
な

い
代
わ
り
に
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

的
な
高
慢
さ
や
権
威
主
義
も
持
ち
あ

わ
せ
て
い
な
い
。

　

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
の
生
活
が

全
て
楽
し
く
て
仕
方
が
な
い
と
言
っ

た
ら
ウ
ソ
に
な
る
。
休
み
中
の
自
習

や
大
学
で
の
勉
強
量
の
多
さ
に
苦
し

み
、
少
人
数
ク
ラ
ス
の
授
業
の
最
中

に
、
何
度
涙
を
流
し
た
こ
と
だ
ろ
う

か
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
困
難
を
乗

り
越
え
た
時
の
満
足
感
は
、
泣
き
な

が
ら
頑
張
っ
た
甲か

斐い

が
あ
っ
た
と
思

わ
せ
て
く
れ
る
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
で
は
否
が
応
で
も
急
い
で
色
々
な

こ
と
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

こ
こ
で
身
に
つ
け
た
多
く
の
こ
と
は

外
の
世
界
で
も
役
に
立
つ
だ
ろ
う
。

　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
貪む

さ
ぼ
り
な
が
ら
徹

夜
し
た
こ
と
や
、
宿
題
が
終
わ
ら
な

い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
恐
怖
と
の

闘
い
は
、
１
年
生
の
１
学
期
で
は
毎

週
の
出
来
事
だ
っ
た
が
、
効
率
的
に

時
間
を
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
２
学

期
３
学
期
で
は
、
同
じ
失
敗
を
繰
り

返
す
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
最
初
は

英
文
学
の
学
位
を
取
る
た
め
に
与
え

ら
れ
て
い
る
選
択
肢
の
多
さ
に
困
惑

し
た
が
、
そ
の
困
惑
は
自
分
が
本
当

に
夢
中
に
な
れ
る
こ
と
を
見
つ
け
て

探
求
す
る
悦よ

ろ
こ
び
へ
と
徐
々
に
変
化
し

て
い
っ
た
。

　

大
学
で
出
会
っ
た
人
々
は
皆
と
て

つ
も
な
く
知
的
で
魅
力
的
だ
が
、
そ

れ
は
入
学
前
に
通
っ
て
い
た
学
校
で

の
教
育
に
よ
る
も
の
と
い
う
よ
り

は
、
個
人
個
人
の
知
的
好
奇
心
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
こ
う
し
た
友

達
と
付
き
合
っ
て
い
る
と
、
今
ま
で

他
愛
も
な
い
話
を
し
て
い
た
と
思
っ

た
ら
、
ソ
連
の
ミ
ハ
イ
ル
・
ゴ
ル
バ

チ
ョ
フ
元
共
産
党
書
記
長
や
ゲ
ー
ム

理
論
、
ビ
ク
ト
リ
ア
文
学
と
い
っ
た

幅
広
い
話
題
に
つ
い
て
の
熱
い
議
論

へ
と
発
展
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。

常
に
斬
新
な
価
値
観
に
さ
ら
さ
れ
る

こ
と
は
、
と
て
も
刺
激
的
で
あ
る
。

　

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
の
そ
れ
ぞ

れ
の
学
期
は
た
っ
た
８
週
間
し
か
な

い
た
め
、
そ
の
期
間
は
か
な
り
凝
縮

さ
れ
た
も
の
と
な
り
、
そ
こ
で
の
悦

び
や
葛
藤
は
一い

っ

旦た
ん

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
の
町
を
離
れ
る
と
、
想
像
も
で
き

な
い
よ
う
な
形
で
増
幅
さ
れ
る
。
オ

ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
私
が
得
る
も
の

は
学
位
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
以
上

に
大
切
な
多
く
の
財
産
を
築
く
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。（
会
報
編
集
部
抄

訳 T
he Japan N

ew
s 

２
０
１
６
年

10
月
９
日
）

Britain

OxfordOxford

London

渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
高
校（
東
京
都
）─
ハ
バ
ダ
シ
ャ
ズ
・
ア
ス
ク
ス
・
ス
ク
ー
ル
・
フ
ォ
ー
・
ガ
ー
ル
ズ
卒
、

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
２
年（
執
筆
時
）
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